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交流磁化特性
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(Received Apr. 15， 1974) 
In case of the design of electrical machines， magnetic material plays the most 
important part in relation with electrial performances and economical problems. 
Therefore， magnetic material general1y used for cores of electrical machines 
must be used effectively on the view 0ぱfc∞ostν:jperfor官lance.For this subject of 
the design， we need to know electrical properties of magnetic material， that is， 
cores， and to know a relation of these properties and performances of actual 
machines. 
Usually most of cores are driving with an alternating current. But a relation 
of electrical properties of cores and performances of actual machines is not 
clear in this driving method， so cal1ed AC exciting. 
As far as we know， there is not any studies to explain this relation. ln this 
paper， we have developed the quasi-theoretical relation of cores and an 
electrical machine， especially a transformer made from the C-type or E-type 
cut core. 
And we have had some useful conclusions for the design of transformer and 
for the method of evalution on its perfomance. 
Moreover， we have also tried to compared the 118 with lEC by use of our 
results， where both 118 and lEC were treated with only the standard concerning 
the cut core. 
1. まえがき
磁性材料を電気機械器具に使用する場合，対象とす
る電気機械器具の性能が最高となるようにし，かつ，
磁性材料自体の持つ特長を最大限に発揮できるような
形状・寸法の鉄心として用いられている。これらの使
勢電気工学科
用においては鉄心は交流で磁化される場合が多い。し
かるに，交流磁化特性と電気機械器具の特性との聞に
は密接な関係があり，両者の関係を明らかにすること
は電気機械器具の設計上極めて重要な課題であるo ま
た，これと関連して磁性材料と鉄心との磁化特性の相
違も重要な研究課題1弘刊ヘヘむとされているo
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しかし，交流磁化特性をどのような磁気量で表わ
し，どのように評価するべきかについてはまだ結論は
出されていない。
現在，電磁機器に使用する磁性材料および鉄心，す
なわち，電気鉄板およびカットコアに関して規格へ 4)
では磁束正弦波の条件において動作磁束密度の最大値
を規定し，その値における鉄損，磁界の強さまたは実
効値ボルトアンペアの値を規格値として定め，等級分
けを行っているo この場合，普通交琉磁化特性をB-
Eで表わし，磁束密度は波高値，磁界の強さは波高値
または実効値を用いているものの，磁界の強さと実効
値ボルトアンペアとの関係は明らかでない。また，カ
ットコアにおける JI8規格4) と IEC規格5)との関
係も明確でなL、。
本論文は前述の関係を実効値ポノレトアンペアを中心
として検討し，幾つかの関係式を導いた結果を報告す
るものである。規格との関係上採用する単位系は非常
に重要な点で、あってここでは 81単位系6)を採用して
L 、るo
2. 実効値ボルトアンペアと磁界の強さ
まづ，実効値ボルトアンベアと磁界の強さとの関係
式を与えようo この関係式を導くに必要な原理的試験
回路を図1に示す。通常，さぐりコイル N2を下層に
励磁コイルを上層に巻き，正弦波交涜電圧 V1を印加
したときに試料内の磁束が正弦波となるように巻数
N1を決定し刊さらに N1=N2=Nとしている。
さぐりコイノレ N2の両端には十分内部抵抗の高い磁
束電圧計 Ef(実効値指示型〉を接続し誘起される電
圧 Efを測定する。このとき， 磁束電圧計 Efを流
れる電流は励磁コイルに流れる電流 10C実効値)，す
なわち，励磁電流に比べて十分小さく無視できるもの
とするo
今，図 1の回路において試料内の磁束をゆとすると
図1 試験回路
φ=φmCOSωt=A1Bmcosωt [WbJ …・…・(1)
ここで， A1 試料内の有効断面積 [rn2J
Bm :試料内の最大磁束密度 [T)
ω :角周波数 [radj8J
となり，Bmと Efとの聞には
Ef=4・44fNA1Bm [V) -・・・・ (2)
ここで f 電源周波数 [HzJ
の関係が成立するから，規定のBmに相当する Ef
の値となるような交流印加電圧 V1を設定し，このと
きの電流計の読み 110を測定する。試料の実効磁路の
長さを 11[rn)とすれば，実効値で、表わした磁界の強
さ Hrms~工
N110 NIlO rm. - -1
1
一一17〔A/m〕
--H・H ・，(3)
となる。鉄心に関する規格では入力の皮相電力 VAi.
をEfと10との積で処理するから(2)，(3)式より Vん
は
VAi= Efl10=4・44fA1hB1I.Hrm.[V A) .・H ・"(4)
となる。これより実効値ボルトアンペアと磁界の強さ
との関係が明らかになる。しかし，性)式は鉄心の寸法
・形状に関した量 Au11を含むのでこの量を明確に
して置かなければ実効値ボルトアンペアと磁界の強さ
とを論ずることができなくなるo以下では鉄心の寸法
・形状によってこの Ab11がどのようになるかを検
討する。
(i)環状巻鉄心の場合
始めに考察の容易な環状巻鉄心の場合を検討する。
この鉄心は幾かの要閣が比較的理想的であるとみなし
易い。そこで，今，この鉄心が理想磁路を持つと仮定
すると，試同の幾何学的平均磁路の長さ 1を実効磁路
の長さ 11とみなすことができる。 したがって，実効
磁路の長さ 11は
い1= ; CDo+Di) ・ ，'(5) 
ここで，Di 環状巻鉄心の内径 [m)
Do :環状巻鉄心の外径 [m)
で計算することが可能となるo他方，有効断面積 A1
については試料の質量 m[kg)を測定し，次式によ
り計算する。
A1= ~竺・H・"(6)Dl 
ここで， D 試料の密度 [kg/m8) 
以上のことより試料の実効質量 mlは質量 m に等し
いと置ける。すなわち，
ml = DA11 = DA1  = m
である。
-・・・・・・・・(7)
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(ii) エプスタイン試料の場合
今日ではエプスタイン試験法10)は 25cmだけと考
えて良い。 したがって，以下の検討も 25cmエプス
タイ γ試験法に限るものとする。旦ブスタイン試料で
はその試験方法の性質上磁路の長さを決定する際試料
の四隅の影響を考慮する必要があるo この影響につい
ては今まで行われた多くの実験の結果から実効磁路の
長さ 11 を O.94m とするのが最も良いと分かってい
るo また， 有効断面積 Alは(i)の場合と同様に試
料の質量 m，密度 D，幾何学的平均磁路の長さ 1を
与え
-・・・・(8)
-・(9)
A，= _m -
Dl 
より計算しているo 実効質量 ml はこの(8)式による
A1を用いて次式により計算する。
ml=DA1l1 
(ii) カットコアの場合
次に今回の主要な検討対象である C形カットコア4)
について述べる。 C形カットコアではくi)，(ii)ほど
法
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G-9けい索鋼帯の磁化特性 (50Hz，磁東正弦波〉
を実験的に決定するには限界があるo内外の規格にお
いてもこの点での検討方法は一定していなし、。ここで
は圏内規格nS4)を基準に検討してみる。 nsでは性)
式中に現われる Ab11を標準〈仕様の基準〉寸法に
図3
議論は容易で、はない。 C形カットコア内の磁東分布の
一様性に影響する鉄心の機械的査の存在などに関して
は今日十分明確でない。ェプスタイン試料のように一
定の試料長というわけでもなし、から実効磁路の長さ h
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よって
11=πa+2(b+c) [mJ ・H ・.(瑚
A1=f，ad [m2J ・H ・.同
ml =DAl1 [kgJ ・H ・.聞
ここで，れ:試料の占積率(規格値で規定〉
計算している。(図2参照〉
以上の検討によって実効磁路の長さ 111 有効断面積
Alおよび実効質量 mlがそれぞれの場合に一意的に
与えられることが分かつた。この結果を用いて単位質
量当りの実効値ボルトアンペア VAを求めることが
できるo
すなわち， Al11=ml/Dの関係式を性)式に代入し
VAi 4・44fB前VA=一一一一= ・Hrm. [VA/kg J 
ml D 
...・・・・・倒
を得る。 (13)式はいずれの場合も鉄心形状に関係なく成
立する。 したがって， VA より Hrm，を求めること
も，その逆も全く一意的に可能であることを示してい
る。倒式を用いて Hrm8より VAを計算した一例を
図3に示す。
この結論によれば，単板試験器を用いた Hrm8の測
定値より VAを求めることが可能であると保証され
る。
3. 実効値ポルトアンペアについての考察
前節で、われわれは実効値ボルトアンペアと磁界の強
さとの関係式を与えた。しかし，実効値ボルトアンペ
アと鉄心形状に関して十分明確ではなかった。ここ
で，この点に関して若干の考察を行って置く o
鉄心の実効値ボルトアンペアは前述のように理想磁
路の場合とは異なり，磁路内に存在する空げきや磁性
材料〈鉄板〉に加わる応力などによって著しく影響を
受ける。一般には，その値は磁性材料が加ヱを受ける
前に持っていた値よりも大きくなる。したがって，鉄
心の実効値ボルトアンペアを規定する場合，これらの
効果を明確に導入できることが望ましい。この点に関
する努力は今までにも試みられてはいるが未だ明確な
ものはなし、。今回， 検討の対象とするカットコアに
ついても全く同様の状況のもとにある。しかし，カッ
トコアに関しては空げきに関する限りは比較的性質が
はっきりしていることもあって，空げきだけはその影
響が考慮される方法1 )が取られている。この点に関し
ては日本標準規格 JISι-6442電子機器用カットコ
アも電気国際規格 IECPub. 329電子および通信用
カットコアも同様の立場を取っている。このことは両
規格の比較が可能であることを保証しているようにも
みえるが前出の実効磁路の長さの検討の際にも述べた
如く nSとIECとではその算出方法が異なるoその
ためか従来まではnSとIECを比較するという試み
はなされなかった。われわれはこうした事実に対して
なお実効値ボルトアンペアを基準として両規格が比較
可能山であることを示す。無論，算出方法それ自体が
異なれば単純には比較不能とするのが妥当であるが，
以下に示される考察によってこの両規格の比較が可能
であることが明らかとなる。
3.1 IECの性能表示め
電気鉄板を交流磁化する場合恥，電気鉄板を特徴づ
けるものとして 2つのことが考えられるoすなわち，
一つはその使用上必要とする磁束密度を生じさせるた
めの磁化電流ともう一つは電気鉄板に生ずる鉄損で
ある。前者は磁気材料の透磁率に関係し，後者は磁気
材料のB-H特性および電気鉄板の形状に関係する。
そして，いずれも加工などによってその性質が変化す
るとL、う傾向を有する。前者については実効値ボルト
アンペアの所で・若干の検討を加えたが，後者について
は検討しなかった。しかし， IECの性能表示を， ns 
においても同様であるが，検討するにあたって鉄損に
ついても考察して置く必要があるo以下，始めに鉄損
について述べ，次に実効値ボルトアンペアについて述
べる。
(i) 鉄損
IECで、は，カットコアにおいて空げきの量が変化し
てもその鉄損は変化しないものとして取扱っているo
このことは規格の本文中には明記されていないが，次
のような説明から明らかである。
今，問題を考え易くするため磁性材料(電気鉄板〉
の B-H特性を折線で近似して考えるものとする。
すなわち，電気鉄板の B-H特性は図4のようであ
るとする。図4で実線は空げきのない場合を示し，点
線は空げきのある場合を示す。空げきを作った場合の
B-H特性が点線のようになることは次のように考え
られる。空げきがある所では透磁率は空気のそれとな
り， これは磁気材料のそれよりも小さい。 したがっ
て，今，鉄心中の磁束が全くもれることなしに空げき
を通るとすれば，同一磁束を生ずるためには空げきの
分だけ余分に磁界の強さが増さなければならなし、。こ
のとき，空げきが生じたことによって鉄心の性質まで
変化しないとすれば保磁力 Hcは一定であり，最大磁
束密度 Bmおよび屈曲点の磁束密度 Bkは一定であ
るとみなせるo したがって，鉄心のみかけ上の B-H
ー一一位)~げ'きなし
一一ぺω官げ‘芝川
図4 交流ヒステリシスループ
H 
特性は単に透磁率が減少したかのような形，すなわ
ち，図4の点線となるo これより鉄心の鉄損は空げき
の有無によって変らないと結論される。この点に関し
ては実際のヒステリシスループの観測からも前述の仮
定と推論が正しいことが立証18)される。
(ii) 実効値ボルトアンペア
次に実効値ボルトアンペアを等価回路上から考察し
てみよう。今，最大磁束密度を一定とすると励磁電圧
V，は一定であり，前述の考察によって鉄損は一定で
あるとみなせるから励磁コンダクタンス goは一定と
なり，空げき部分の磁界の強さは鉄心中のそれに等し
い。したがって，鉄心の等価回路は図5のように書け
るo図5の中で bo は励磁サセプタンス，bg は強い
て名付けると空げき部分のサセプタンスである。
110 __ 
図5 鉄心の等価回路
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ここで，電圧・電流を図5のようにすれば，前述の
励磁電流 110は
110 = 1叫 +1μ+Ig [A] ・H ・.(凶
となり，
もf10= すfiω+奇，cIμ+fg〉 〔VA〕 ・H ・H ・-同
となるoただい電圧・電流の各記号の上の点(・〉
はその量がベクトル量であることを示す。
したがって，皮相電力Pは L に対して Iμおよび
1 gが π/2だけ遅れていることを考慮して
P=VP九十くPrF十 Pru)Z [VA/kg] .，・H ・..(16) 
ここで.Pa=主flw
m1 
Pr1' = V，Iμ 
'rlf' ・ ーー 一ー周ー 『目司-
ml 
Prr; = V，lg ..，...，-'----
ロ11
と表わされる。制式中の Paは鉄損を，PrFは鉄心
中の Prvは空げきによる無効電力であることを示し
ているo
理解を容易にするにはベクトル図が便利であるo制
式をベクトル図で‘書けば図6となるo 図6では鉄損
巳F
~ 
図6 ベクトル図
Paを基準ベクトノレとしている。この基準ベクトル Pa
かられだけ位相が遅れているのが Paと Pげから
決まるベクトル Poであるoこのベクトル Poは空げ
きのない場合の皮相電力であり， nSとの比較で非常
に重要な量となる。
このような関係にある各成分に対して IECでは鉄
損 Pa[W/kgJおよび PrF[Var/kgJ を数値で与
え，Praについては KG なる係数を与え，実効磁路
の長さ 11に依存する式で計算するように規定してい
る。すなわち，PrJは
Pro= 与ι または KGE~
11 m1 
.a7l 
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で計算により求めている。
制式右辺の係数 KGC，KGEはそれぞれC形カット
コア， E形カットコアに関する係数であることを示し
ているo
.3.2 JIS4)の表示方法
(i) 鉄損
JI8においても鉄損は IECと同様に前述した如く
一定とみなしてその値を別に規定している。
(ii) 実効値ボルトアンペア
既に述べたように空げきの影響が考慮されているo
すなわち，空げき部分の無効電力は AJ/m1 に比例す
るものとしている。この表現が最も良いか否かは厳密
には検討を要するが基本的には鉄心の規定方法として
十分であると思われる。それによれば 1kg当りの皮
相電力 VAを次式によって求めるよう規定しているo
VA = C1 + C2~1 [VAjkg] 側
A且'1
個)式右辺第一項は空げきのない場合の皮相電力であ
り，第二項は切断面の空げきによる皮相電力の増加分
であるo
3.3 JISと IECとの比較
JI8および IECの皮相電力がそれぞれ定義された
所で、具体的な比較1)を行ってみよう。
図6において
Po =〆Pa2+ p2rF 'Po = tan-1 (-宅手)、ra / 
.，…"<<9) 
とすれば，制式は次のように書けるo
pl = Pol + 2PoPr sinf{Jo + p2rt:， -・・・・fla
また， (J.8}式を二乗すれば
^ ^ '¥2 
(VA)2 = C12 + 2C1 C2ごL + (C2さL)11 、 1U1/ 
.....ω 
を得るo
したがって，今，倒，帥式が同ーの鉄心から得られ
た量であるとすれば P=VAである。さらに，鉄損と
鉄心部分の皮相電力に関係する量が JI8および IEC
において等しいとすれば，すなわち，
C1 = Po =VPa2 + PrF2，側， ω式の比較によって
出 iMTG+Pd=2CiCzt+(C2土y
となり ml= DAJlなる関係を導入し(r司式を代入す
れば
Cω形 ;氾2釘Pos山i加即0パ(~既Ka何叫叫aA仇ムLì+(~斑Kω仙叫AムL ì2ド=2払P民o(~K恥Gω仙叫aA仇ムL-i( _~2斗ì +川(~児KG，叩仙州aA仇ムL.~叶y11/ υ 
( DKGEAl¥ ( KGEA1 ¥2 _，'0 (KGEA[ ¥νfρ¥ ( KGE~.~\2 2 E形 2Posinf{Jo( U s..UEJ:1.1 ) + (一一一一r=2Po (一一」一)~ー」ー) + (一一一一 ) ¥ml )¥m1 )¥m1 /¥KGE / ¥ml KGE / 
となるo 上式を C 形に対しては C~'=Cl/DKGa， E形に対しては CJ，'=CJKGEと置いて整理すれば
C形， E形 C~2' +2αC2' ー(1 + 2J:sinψ0) =0 ・H ・H ・-伺
ここで， α=Po/PrG となるo側式を C/について解くと
C'2= 吐ー〆(α+1)2-2石工面万 Po 土 (!o. + 1 )ノ1- 2PoPTG (1-siwo〉 ・・…ω
PrG ¥P叫 / Y .L -(po+院ア
となり， C2と Po，PrG， f{Joとの関係が明らかとなる。舗を C2についての表現に改めると
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となるo a) sinf{Jo"'" 1の場合
したがって，制式を用いれば IECで板厚毎に規定し これは次のようなケースに相当する。すなわち， Po"' 
ている Pa，PrF， PrGを用いて JI8における係数C1 PrFの場合であるoこの条件を満足するケースは二つ
C2を計算によって求めることが可能となるo しかし， ある。一つは鉄損 Paがほとんど零の場合，今一つは
納式より明らかのように Pω は鉄心の大いさによっ 鉄心部分の無効電力 PrFが鉄損 Paに比べて十分大
て異なるため単に電気鉄板固有の値として相互変換可 きい場合であるo
能とはならない。このままでは比較上不便であるので このとき，制式は次のようになるo
C2がどの範囲にあるかを調べて置く。
C形 ;C2=DKGO ) 
E形 ;C2=KGE 
b) sinψ0=0の場合
-・・帥
すなわち，Po=Paである場合であって， この場合も
二つのケースが考えられるo一つは鉄心部分の無効電
力 Pげがほとんど零の場合，すなわち，透磁率が非
常に大きい場合であり，今一つは鉄損 Paが鉄心部分
の無効電力 Pげに比べて極めて大きい場合であるo
この場合， a)ほどは簡単に処理できなくて，さら
にもう一つ仮定が必要となるoすなわち siny?o=O
よりまづ
C'2=去士!(長Y+1
を得る。上式の平方根記号の中を展開できると望まし
いが，それには条件が必要であるoそこで，P02>PrG2 
であると仮定すると平方根記号の中を展開する十分な
保証が得られる。展開を第二項まで行って整理すると
C形 C2=DKGO旦竺-1
ro 
E形 C2=KGE号子)
となるo
-・帥
a)， b)で、それぞれ両端の結果が得られたので、合せ
て C2の範囲を明示すれば
C形 DKGO辛子豆 Cz云 DKGol
ト...・H ・.的
E形 KGE号豆 Cz豆KGE ¥ 
となる。的式によれば JIS における空げき部分に関
する係数 Czは IECの係数 KGよりも小さくも大き
くもなり得ることを暗示しているo したがって，この
ままでは定性的にもどちらがどうなっているとは結論
できない。そこで実際の試料について検討してみよ
う。 IECの規格表によれば， C形については板厚0.28
"-'0.35mmに対して sinれ =0.986(f=50HZ， Bm= 
1. 7T)， siny?0=0.88 (f=60 HZ， B抗 =1.5T)であ
るo E形については同ーの板厚でもC形よりはやや小
さく， siny?0=0.93 (f=50 HZ，Bm=1.5T)， sin仰=
0.914 (f=60HZ， Bm=1.5T)であるo
以上の数値からすると IECは a)の場合に近いこ
とが分かるo しかし，これだけでは a)が十分良い近
似であるか否かは結論できない。なぜ、ならば， (1-
siny?o)は確かに小さくなっていてもそれにかかる係
数もまた十分小さくなければならないという保証がと
れていない。そこで(1 -sinψ0)ーの係数，取扱いを
容易にするため αの表現にしたまま検討するが，2a/ 
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(α+1)2 の大いさを調べてみる必要が生ずる。今，こ
の係数をAと置いて
A= ， ~æ 
(α+1)2 
その値を調べるため分子の αを消す，すなわち
2 
A= 叶2+~
となるoAの分母の大いさのみを見積ってみると α=
1で極小値4を有する凹関数となっていることが分か
る。すなわち， Aは
2a _ 2 
O豆A=一三一一一三二一一 ………倒(α+1)2 ~ 4 
なる範囲内にあることが分かるo したがって Aは
0.5を超えないことが保証される。この結果と先に検
討した siny?oの値とを合せて考えると IECに関する
限りは a)は十分良い近似であると結論される。
しかし， a) に対する補正の方法を与えて置くこと
もまた有用で、あると思われるので以下に倒式の結論と
sinq10を考慮し，制式右辺第二項を展開した近似式を
与えて置く o
( 4 2Po . I1 C形;C2 =DKGσ~ 1 一一一~.L~ (1 -sinψ0) ~ I l ~ Po+PrG' - --. -， J / 
r 4 2Po _，_.. I1 E形 ;C2=KGE {1-一一ーとー (1-sin仇)H l ~ Po+PγG ----T -/ J ] 
・・・・・・・・倒
以上の種々の検討の結果， IECと nSの変換が可
能であることが明らかとなったonSにおける係数Q
に関しては個々の鉄心に依存するとし、う結論であるた
め無条件の比較はできないが，その程度は十分説明さ
れることが明らかであるo前述のわれわれの対応づけ
から導かれた関係式を用いて IECを JISの値に換算
し整理した表を表1に示す。表の結果を考察すると興
味ある事実が判明する。すなわち， IECの規格値は
nSよりもゆるいということであるoIECが国際規格
であることを考慮すれば，各国の最大公約数的像とな
るためどうしても規格がゆるくなる傾向のあることは
否定できない。しかし，また IECが西欧先進国の寄
せ合せであることを考えると JIS と同程度ないしそ
れ以上であっても良いように思われる。このことは比
較方法それ自体に未だ考慮されていない事実が存在す
るものか JIS-1973，IEC-1971による相違か判然と
しなし、。
この点に関しては今後の検討事項として残される。
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表1 JISとIECとの規格値比較
i j J:二「 TLJtこ c
RS規格
zifプ
~ 50 H;|2i|13114151…|…2l97× 0 C 171 2.1 1 5X103 (2判(3.3)1(6.5X 103) 
151 2.0 1 3.7 1 1沼 110.1X川 4.21 4.2¥ 9Xω 
形 1
0
.
3
51
60
11. 71 
2.31 2.6¥ 
1 1 
0.11400 11.51 22 1 25 1 8.81 167州ぴ 133.3133.31 59X 103 「寸
2.4戸司 10X103E 10O.三28判l印|い1司2.1川¥ 5.3 ¥12.7X州12.7X1州 5.7¥ 5.7¥ 1ロ2Xω
460 11.51 2.41 5.4115.2X州15.2X川 5.91 5.91 14X103 3.31 5.0 ¥ 12X108 
L註J C形に対しては Ko=DKGC，E形に対しては Ka=KE
く 〉内の数値は 50Hzにおける1.7Tと 1.5Tとの比をWが1.31倍， VAが1.56倍であること
用いて換算したものoただし， C2=5X103X(1.7/1.5)2=6.5X103 とした。
4. まとめ
電気鉄板を使用するにあたっては鉄心として使用す
る際の規格が設計と直接関連していることが望まし
L 、。この意味で電気鉄板を交流磁化の状態で規格化す
るのが望ましL、。従来，ややもすると直流磁化特性を
もって材料を規格化するといった傾向が強く出てい
た。それに対して近年利用者側からの要求が強くなり
交流磁化特性による材料の規定が話題となっている。
しかし，交流磁化時の諸量の関係は従来よりあまり明
確で、はなかった。こうしTこ状況に対し，われわれは交
流磁化時の諸量の関係を明確にするとともに合せて内
外規格の比較をも試みてみた。そして，まづ，交流磁
化特性のうち，ある最大磁束密度島施において実効値
で測定した磁界の強さ Heffと1kg当りの実効値ボ
ルトアンペア VAとは同ーの磁気量で、あって表現を変
えたものに過ぎず，両者は一対ーの対応を示し，一方
の値から計算することが可能であることを示した。
次に，磁気回路における空げきおよび接着剤などの
応力が直接関係する鉄心構造，すなわち，カットコア
などの交流磁化特性は電磁機器の励磁電流を求めるの
に都合の良い 1kg当りの実効値ボルトアンペア VA
が規格値として頭初より用いられているが，日本標準
規格である JISと国際電気規格である IECとは規格
値の計算式が異なるために両者の比較を行うことがで
きず，規格の見直しなどの際論義の的で、あった。これ
に対して，両者の計算の根拠および定数の関係式を導
乞比較検討を可能ならしめた。
導出された諸関係式は磁性材料と鉄心の交流磁化特
性の対比や電磁機器における鉄心の有効利用方法を考
える上で十分有用であると思われる。
それでも残された問題もまた多L、。すなわち，鉄損
におけるヒステリシス損，うず電流損との関係を始め
とする鉄心そのもの統一的な理論的説明はまだ不十分
であって，この点に関しては今後とも研究を必要とす
る。現在の所，われわれはこうした問題点に関して継
続的に研究をすすめているo
最後に本論文に関する研究について数々の討論と検
討を頂いた電気学会磁性材料常置専門委員会およひ、カ
ットコア分科会の委員各位に対し感謝の意を表しま
す。
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